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Ⅰ 調査の概要  

 

１ 調査目的 
第４次広島市食育推進計画の中間評価を実施するにあたり、計画策定当初調査との比較により計画推進の

進捗状況を図るとともに、食育に関する市民の意識、ニーズ、関心等を把握し、今後の推進方策を検討する 

基礎資料とする。 

２ 調査設計 
(1) 調査対象  令和５年（２０２３年）１０月３０日現在広島市に居住する満１５歳以上の男女 

(2) 標 本 数  ３，６４０人 

(3) 抽出方法  広島市住民基本台帳から無作為抽出 

(4) 調査方法  無記名式質問紙法による郵送調査 

(5) 調査期間  令和５年（２０２３年）１２月１日（金）～令和６年（２０２４年）１月１５日（月） 

３ 調査項目 
(1) 朝食（摂取状況、内容、準備方法）について 

(２) わ食（和食・輪食・環食）について 

(３) 郷土料理等について 

(4) よくかんで味わって食べることについて 

(5) 健全な食生活の実践について 

４ 回収結果 
回 収 数  1,954人（回 収 率  53.7%） 

有効回収数  1,934人（有効回収率  53.1%）  ＊性・年齢未記入の回答は無効回答として処理 

性
別 

年齢区分 標本数 
有効 
回収数 

有効 
回収率(%) 

性
別 

年齢区分 標本数 
有効 
回収数 

有効 
回収率(%) 

男
性 

１５～１９歳 140 73  52.1 

女
性 

１５～１９歳 140 64 45.7 

２０歳代 280 79  28.2 ２０歳代 280 122 43.6 

３０歳代 280 97  34.6 ３０歳代 280 149 53.2 

４０歳代 280 113  40.4 ４０歳代 280 172 61.4 

５０歳代 280 120  42.9 ５０歳代 280 181 64.6 

６０歳代 280 169  60.4 ６０歳代 280 199 71.1 

７０歳以上 280 191  68.2 ７０歳以上 280 205 73.2 

小  計 1,820  842  46.3 小  計 1,820  1,092 60.0 

５ 分析方法 
調査結果の数値は、広島市の性・年齢別人口（令和５年１０月３０日現在）に応じて補正を行った。 

６ 調査結果の表示方法 
(1) 集計結果の割合(%)は、小数点以下第２位を四捨五入しているため、内訳の合計が１００％にならない場合が

ある。 

(2) 複数回答が可能な設問は、全ての割合の合計が１００％にならない場合がある。 

(3) グラフ中の「ｎ」は質問に対する回答数であり、100.0％が何人の回答に相当するかを示す比率算出の基数

である。 
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Ⅱ 回答者の属性 

 

１ 性別 

区分 件数（人） 割合（%） 

全体 1,934 100.0 

男性 842 43.5  

女性 1,092 56.5  

  

２ 年代別 

区分 
全体 男性 女性 

件数(人) 割合(%) 件数(人) 割合(%) 件数(人) 割合(%) 

全体 1,934  100  842  100.0  1,092  100.0  

１５～１９歳 137  7.1  73  8.7  64  5.9  

２０歳代 201  10.4  79  9.4  122  11.2  

３０歳代 246  12.7  97  11.5  149  13.6  

４０歳代 285  14.7  113  13.4  172  15.8  

５０歳代 301  15.6  120  14.3  181  16.6  

６０歳代 368  19.0  169  20.1  199  18.2  

７０歳以上 396  20.5  191  22.7  205  18.8  

 

３ 就業等状況別 

区分 
全体 勤労者 

家事 

従事者 
学生 

（中学生・高校生） 

学生 
（大学生等※） 

その他 無回答 

件数
(人) 

割合
(%) 

件数
(人) 

割合
(%) 

件数
(人) 

割合
(%) 

件数
(人) 

割合
(%) 

件数
(人) 

割合
(%) 

件数
(人) 

割合
(%) 

件数
(人) 

割合
(%) 

全 体 1,934 100.0 1,123 58.1 333 17.2 99 5.1 80 4.1 274 14.2 25 1.3 

 

区分 
全体 勤労者 

家事 

従事者 
学生 

（中学生・高校生） 

学生 
（大学生等※） 

その他 無回答 

件数
(人) 

割合
(%) 

件数
(人) 

割合
(%) 

件数
(人) 

割合
(%) 

件数
(人) 

割合
(%) 

件数
(人) 

割合
(%) 

件数
(人) 

割合
(%) 

件数
(人) 

割合
(%) 

全 体 1,934 100.0 1,123 100.0 333 100.0 99 100.0 80 100.0 274 100.0 25 100.0 

性
別 

男 性 842 43.5  533 47.5 15 4.5 51 51.5 38 47.5 194 70.3 11 44.0 

女 性 1,092 56.5  590 52.5 318 95.5 48 48.5 42 52.5 80 29.2 14 56.0 

年
齢
別 

１５～１９歳 137  7.1  2 0.2  ‐ ‐ 98 99.0  36 45.0  ‐ ‐ 1 4.0  

２０歳代 201 10.4  140 12.5  5 1.5  1 1.0  43 53.8  11 4.0  1 4.0  

３０歳代 246 12.7  209 18.6  20 6.0  ‐ ‐ ‐ ‐ 15 5.5  2 8.0  

４０歳代 285 14.7  235 20.9  38 11.4  ‐ ‐ ‐ ‐ 11 4.0  1 4.0  

５０歳代 301 15.6  261 23.2  33 9.9  ‐ ‐ ‐ ‐ 7 2.6  ‐ ‐ 

６０歳代 368 19.0  208 18.5  95 28.5  ‐ ‐ 1 1.3  63 23.0  1 4.0  

７０歳以上 396 20.5  68 6.1  142 42.6  ‐ ‐ ‐ ‐ 167 60.9  19 76.0  

※ 大学生等…大学生・短大生・専門学校生 
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４ 世帯構成別 

区分 
全体 一人暮らし 

夫婦のみの 

世帯 

18歳未満の 

子どもがいる世帯 
その他 無回答 

件数
(人) 

割合 
(%) 

件数
(人) 

割合 
(%) 

件数
(人) 

割合 
(%) 

件数
(人) 

割合 
(%) 

件数
(人) 

割合 
(%) 

件数
(人) 

割合 
(%) 

全 体 1,934 100.0 269 13.9 558 28.9 570 29.5 527 27,.2 10 0.5 

 

区分 
全体 一人暮らし 

夫婦のみの 

世帯 

18歳未満の 

子どもがいる世帯 
その他 無回答 

件数
(人) 

割合 
(%) 

件数
(人) 

割合 
(%) 

件数
(人) 

割合 
(%) 

件数
(人) 

割合 
(%) 

件数
(人) 

割合 
(%) 

件数
(人) 

割合 
(%) 

全 体 1,934 100.0 269 100.0 558 100.0 570 100.0 527 100.0 10 100.0 

性
別 

男 性 842 43.5  133 49.4 285 51.1 226 39.6 198 37.6 - 0.0 

女 性 1,092 56.5  136 50.6 273 48.9 344 60.4 329 62.4 10 100.0 

年
齢
別 

１５～１９歳 137  7.1  10 3.7 - - 107 18.8 19 3.6 1 10.0 

２０歳代 201 10.4  55 20.4 24 4.3 40 7.0 82 15.6 - - 

３０歳代 246 12.7  27 10.0 29 5.2 144 25.3 45 8.5 1 10.0 

４０歳代 285 14.7  23 8.6 40 7.2 179 31.4 42 8.0 1 10.0 

５０歳代 301 15.6  24 8.9 87 15.6 66 11.6 124 23.5 - - 

６０歳代 368 19.0  45 16.7 189 33.9 12 2.1 121 23.0 1 10.0 

７０歳以上 396 20.5  85 31.6 189 33.9 22 3.9 94 17.8 6 60.0 
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Ⅲ 調査結果 

 
調査結果の数値は、広島市の性・年齢別人口（令和５年１０月３０日現在）に応じて補正を行った数値である。 

 

 

１ 「朝食」について 

 

(1) 朝食の摂取状況 

 

 
 

 

 

【朝食の摂取状況（全体）】 

 

「朝食を食べている」（「ほとんど毎日食べる」、「週に４～５日食べる」の合計）の回答割合は次の  

とおり。 

【 全 体 】 83.6% 

【若 い 世 代】 ２０歳代男性 59.4%、２０歳代女性 66.3%、３０歳代男性 63.7%、３０歳代女性 80.1% 

【性・年齢別】 男女とも 20歳代（男性 59.4%、女性 66.3%)が最も低い。 

【就業等状況別】 学生（大学生等）（67.5%）が最も低い。 

【世帯構成別】 一人暮らし(71.0%)が最も低い。 

【調査年度別】 全体では前回調査（Ｒ２年度）と比較し、2.1ポイント低くなっている。 

若い世代では、いずれも前回調査（Ｒ２年度）と比較し、低くなっている。 

【朝食の準備方法別】 「主にコンビニで調理されたものを購入」する者（67.0％）が最も低く、「主に  

家で調理」された物を食べる者（97.6%）と比べて 20.6ポイント低い。 

【健全な食生活の実践度別】 「健全な食生活を実践できていないと思う」者（71.3%）が「実践できていると思

う」者（89.7%）に比べ 18.4ポイント低い。 

指   標：朝食を食べることが習慣になっている若い世代の割合 
目標数値：85%以上 

令和２年度数値：20歳代男性…72.3%、20歳代女性…７7.3%， 

30歳代男性…76.1%、30歳代女性…85.7% 
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【朝食の摂取状況（性/性・年齢別）】 

 

 

 
【朝食の摂取状況（就業等状況別）】 

 

 

 
【朝食の摂取状況（世帯構成別）】 
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【朝食の摂取状況（全体・調査年度別）】 

 

 

 

 
【朝食の摂取状況（20歳代男性・調査年度別）】 

 

 

 
【朝食の摂取状況（２0歳代女性・調査年度別）】 

 

 
【朝食の摂取状況（30歳代男性・調査年度別）】 
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【朝食の摂取状況（30歳代女性・調査年度別）】 

 

 

 

 

【朝食の摂取状況（朝食の準備方法別）】 

 

 

 
【朝食の摂取状況（健全な食生活の実践状況別）】 
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(2) 朝食の内容（食べた物） 

 

※ 分類方法 

分 類 朝食の内容 

黄色の食べ物 ・ごはん（おにぎりを含む）  ・パン  ・シリアル 

赤色の食べ物 ・肉・魚・卵・大豆製品を使ったおかず  ・牛乳・乳製品（ヨーグルト、チーズ） 

緑色の食べ物 ・野菜を使ったおかず    ・果物 

※回答割合が高い食品順に記載 

 

【朝食の内容（全体，性別）】  

「朝食を食べる」（「ほとんど毎日食べる」「週に４～５日食べる」「週に２～３日食べる」）と回答した者

に、その内容を尋ねた結果の回答割合は次のとおり。 

【 全 体 】 「パン」（60.9%）が最も高い。回答割合が３割を超えるのは、「牛乳・乳製品（ヨーグル

ト・チーズ）」（47.3%）、「ごはん（おにぎりを含む）」（35.7%）、「果物」（33.5%）、「野菜を使

ったおかず」（32.2%）、「卵を使ったおかず」（30.4%）である。 

【 性 別 】 男性が女性に比べて約 10 ポイント下回っているのは、「果物」（男性 24.6%、女性

41.3%）、「牛乳・乳製品（ヨーグルト・チーズ）」（男性 40.8%、女性 53.0%）、「緑色の食べ

物」（男性 43.3、女性 58.4%）である。 

【性・年齢別】 「黄色の食べ物」は、男女とも全年代で 85%を超えている。 

「赤色の食べ物」は、男性では３０歳代（50.7%）、女性では２０歳代（53.8%）が最も低い。 

「緑色の食べ物」は、男性では３０歳代（18.3%）、女性では２０歳代（21.5%）が最も低い。 

【就業等状況別】 「赤色の食べ物」は学生（大学生等）（52.4%）で最も低い。 

「野菜を使ったおかず」は学生（大学生等）（23.4%）で最も低い。 

【世帯構成別】 「野菜を使ったおかず」は 18歳未満の子どもがいる世帯（24.3%）で最も低い。 
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【朝食の内容（全体，性/性・年齢/就業等状況/世帯構成別）】 

  

牛乳・乳製品 

（ヨーグルト・チーズ） 

パン ごはん 

（おにぎりを含む） 
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【朝食の内容（全体，性/性・年齢/就業等状況/世帯構成別）】 

  

野菜を使ったおかず 卵を使ったおかず 果 物 
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【朝食の内容（全体，性/性・年齢/就業等状況/世帯構成別）】 

  

大豆製品を 

使ったおかず 

肉・肉加工品を 

使ったおかず 

魚・魚加工品を 

使ったおかず 
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【朝食の内容（全体，性・年齢/就業等状況/世帯構成別）】 

 

  

栄養補助食品 

（ゼリー飲料など） 
シリアル その他 
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※ 分類毎 

 

 

 
【朝食の内容（全体，性・年齢/就業等状況/世帯構成別）】  

黄色の食べ物 赤色の食べ物 緑色の食べ物 
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(３) 朝食の内容（組み合わせ） 

 
＊ 和食  P２５参照 

 

※ 分類方法 

分 類 朝食の内容 

黄色の食べ物 ・ごはん（おにぎりを含む）  ・パン    ・シリアル 

赤色の食べ物 ・肉・魚・卵・大豆製品を使ったおかず  ・牛乳・乳製品（ヨーグルト、チーズ） 

緑色の食べ物 ・野菜を使ったおかず     ・果物 

 

 

 
【朝食の内容（組み合わせ）（全体）】  

「朝食を食べる」（「ほとんど毎日食べる」「週に４～５日食べる」「週に２～３日食べる」）と回答した者

の、朝食の内容の組み合わせ※結果の回答割合は次のとおり。 

【 全 体 】 「黄色＋赤色＋緑色の食べ物」を組み合わせた朝食を食べている者（44.3%）が最も高

い。 

【性・年齢別】 「黄色＋赤色＋緑色の食べ物」を組み合わせた朝食を食べている者は男性（37.2%）が

女性（50.6%）に比べて 13.4 ポイント低く、男性では３０歳代（18.3%）、女性では２０歳代

（16.1%）が最も低い。 

男性３０歳代（43.7%）、女性２０歳代（36.6%）では、「黄色の食べ物」のみを食べている者

が最も多い。 

【就業等状況別】 「黄色＋赤色＋緑色の食べ物」を組み合わせた朝食を食べている者は、家事従事者

（70.3%）で最も高く、学生（大学生等）（19.4％）で最も低い。 

 学生(大学生等)では、「黄色の食べ物」のみを食べている者(33.5%)が最も多い。 

【世帯構成別】 「黄色＋赤色＋緑色の食べ物」を組み合わせた朝食を食べている者は、夫婦のみの

世帯（57.6%）で最も高く、18歳未満の子どもがいる世帯（31.8％）で最も低い。 

【朝食の準備方法別】 「主に家で調理して食べる」者では、「黄色＋赤色＋緑色の食べ物」を組み合

わせた朝食を食べている者（51.2%）が最も多いが、「主にスーパーマーケット・食

品販売店で調理された物を購入する」者及び「主にコンビニエンスストアで調理

された物を購入する」者では、「黄色の食べ物」のみを食べている者が最も多い。

（スーパー等 36.3%、コンビニ 50.3%） 

【和食 *の実践度別】 「和食を実践している」者では、「黄色＋赤色＋緑色の食べ物」を組み合わせた 

朝食を食べている者（52.0%）が最も多いが、「実践していない」者では、「黄色の

食べ物」のみを食べている者（31.2%）が最も多い。 

【健全な食生活の実践度別】 「健全な食生活を実践できていると思う」者では、「黄色＋赤色＋緑色の食べ

物」を組み合わせた朝食を食べている者（51.0%）が最も多いが、「実践できてい

ないと思う」者では、「黄色の食べ物」のみを食べている者（31.4%）が最も多い。 
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【朝食の内容（組み合わせ）（性/性・年齢別）】 

 

 

 
【朝食の内容（組み合わせ）（就業等状況別）】 

 

 

 
【朝食の内容（組み合わせ）（世帯構成別）】 
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【朝食の内容（組み合わせ）（調査年度別）】 

 

 

 
【朝食の内容（組み合わせ）（朝食の準備方法別）】 

 

 

 
【朝食の内容（組み合わせ）（和食の実践度別）】 

 

 

 
【朝食の内容（組み合わせ）（健全な食生活の実践状況別）】 
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(4) 朝食の準備方法 

 

 
【朝食の準備方法（全体）】 

 

 

 
【朝食の準備方法（性/性・年齢別）】 

「朝食を食べる」（「ほとんど毎日食べる」「週に４～５日食べる」「週に２～３日食べる」）と回答した者

に、朝食の準備方法について尋ねた結果の回答割合は次のとおり。 

【 全 体 】 「主に家で調理して食べる」が最も高く（76.7%）、「主に調理された物を購入して食べ

る」は２割となっている。 

【性・年齢別】 「主にスーパーマーケット・食品販売店で調理された物を購入する」が２割を超えるの

は男性の 20～５０歳代、女性 20歳代（21.5%）である。 

「主にコンビニエンスストアで調理された物を購入する」は、男性２０～３０歳代で１割と

なっている。 

【世帯構成別】 「主に調理された物を購入して食べる」は一人暮らし（34.2%）が最も高い。 
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【朝食の準備方法（就業等状況別）】 

 

 

 
【朝食の準備方法（世帯構成別）】 

 

 

 
【朝食の準備方法（調査年度別）】 
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(5) 朝食を食べるために必要だと思うこと 

 

 
【朝食を食べるために必要だと思うこと（全体，性別）】  

「朝食を食べないことがある」（「週に４～５日食べる」「週に２～３日食べる」「ほとんど食べない」）と 

回答した者に、朝食を食べるために必要だと思うことを尋ねた結果の回答割合は次のとおり。 

【 全 体 】 「子どもの頃からの朝食を食べる習慣」（34.3%）が最も高い。次いで「自分で短時間・

簡単に朝食を用意できる市販食品の組合せ方法・組合せ例の紹介」（28.1％）、「自分

で短時間・簡単に作れる朝食レシピの紹介」（27.5%）の順である。 

【 性 別 】 男性では「子どもの頃からの朝食を食べる習慣」（33.4%）が最も高く、次いで、「朝食を

食べるメリットについての情報提供」（24.5%）、「自分で短時間・簡単に朝食を用意できる

市販食品の組合せ方法・組合せ例の紹介」（23.1%）の順である 

女性では、「自分で短時間・簡単に作れる朝食レシピの紹介」（37.6%）が最も高く、 

次いで、「子どもの頃からの朝食を食べる習慣」（35.5%）、「自分で短時間・簡単に朝食

を用意できる市販食品の組合せ方法・組合せ例の紹介」（34.6%）の順である。 

【就業等状況別】 学生（大学生）、家事従事者では「自分で短時間・簡単に朝食を用意できる市販食品

の組合せ方法・組合せ例の紹介」が最も高く、勤労者、学生（中・高校生）では、「子ども

の頃からの朝食を食べる習慣」が最も高い。 

【朝食摂取状況別】 朝食を「週に４～５日食べる」者では、「自分で短時間・簡単に作れる朝食レシ

ピの紹介」（４８．３%）が最も高いが、朝食を「週に２～３日食べる」者では、「自分

で短時間・簡単に朝食を用意できる市販食品の組合せ方法・組合せ例の紹介」

（39.4%）が最も高い。 

朝食を「ほとんど食べない」者では、「その他」（27.9%）が高く、その内容は「朝

食を食べるための時間」、「早起きの習慣」、「朝食を食べないことのデメリットに

ついての情報提供」等が挙がった。 

【朝食の準備方法別】 「主に、家で調理」する者では、「子どもの頃からの朝食を食べる習慣」（49.5%）

が最も高く、「自分で短時間・簡単に作れる朝食レシピの紹介」(48.6%)、「自分で

短時間・簡単に朝食を用意できる市販食品の組合せ方法・組合せ例の紹介」

（40.4%）の順である。 

「主に、スーパーマーケット等で調理されたものを購入」する者では、「自分で

短時間・簡単に朝食を用意できる市販食品の組合せ方法・組合せ例の紹介」

（48.2%）が最も高く、「子どもの頃からの朝食を食べる習慣」（37.5%）、「自分で短

時間・簡単に作れる朝食レシピの紹介」(37.3%)の順である。 

「主に、コンビニで調理されたものを購入」する者では、「自宅以外（飲食店や

コンビニ等）で手軽に朝食を食べることができる環境」(57.2%)が最も高い。 
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【朝食を食べるために必要だと思うこと（全体，性・年齢/就業等状況/世帯構成別）】 

  

子どもの頃からの朝食を

食べる習慣 

自分で短時間・簡単に 

作れる朝食レシピの紹介 

自分で短時間・簡単に朝食を 

用意できる市販食品の組合せ

方法・組み合わせ例の紹介 
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【朝食を食べるために必要だと思うこと（全体，性・年齢/就業等状況/世帯構成別）】  

自宅以外（飲食店や

コンビニ等）で手軽に

朝食を食べることが

できる環境 

朝食を食べる

メリットについ

ての情報提供 

食品販売店（スーパー

マーケット・食品販売

店・コンビニ等）で朝食

用セット（食材を含む）

などが購入できる環境 

その他 
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【朝食を食べるために必要だと思うこと（朝食の摂取状況別）】 

 

 

 

 
 

【朝食を食べるために必要だと思うこと（朝食の準備方法別）】 
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３ 「わ食」について 

(1) 「わ食の日」の認知度 

 

 
※ わ食の日：広島市では毎月１９日を「わ食の日」として、３つのわ食（和食・輪食・環食）を進めている。 

 

 
【「わ食の日」の認知度（全体）】 

 

 
【「わ食の日」の認知度（性/性・年齢別）】 

「わ食の日」※を「知っていた」（「言葉も内容も知っていた」「言葉は知っていたが内容は知らなかっ

た」の合計）の回答割合は次のとおり。 

【 全 体 】 28.7% 

【性・年齢別】 男性（17.4%）が女性（39.2%）に比べて 21.8 ポイント低い。男女ともに１５～１９歳代が  

最も高く（男性 48.8%、女性 57.8%）、次いで、女性では４０歳代（48.8%）が高い。男性３０

歳代（10.4%）が最も低い。 

【就業等状況別】 学生（中学生・高校生）（62.3%）が最も高い。 

【世帯構成別】 １８歳未満の子どもがいる世帯（41.1%）が最も高い。 

【調査年度別】 前回調査（Ｒ２年度）と比較し、2.3ポイント低くなっている。 

指   標：「わ食の日」を認知している人の割合 
目標数値：50%以上 

令和２年度数値：３１.０% 
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【「わ食の日」の認知度（就業等状況別）】 

 

 

 

 
【「わ食の日」の認知度（世帯構成別）】 

 

 

 

 
【「わ食の日」の認知度（調査年度別）】 
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(2) 「わ食」の実践度  

① 和食 （栄養バランスのとれた日本型食生活の実践） 

 

 
 

 
【和食の実践度（全体）】 

 

 
【和食の実践度（性/性・年齢別）】  

和食の実践度について「実践している」（「十分に実践している」「まあまあ実践している」の合計）の

回答割合は次のとおり。 

【 全 体 】 66.5% 

【性・年齢別】 男性（60.5%）が女性（72.0%）に比べて 11.5 ポイント低い。男女ともに２０歳代が最も

低い(男性 53.3%、女性 50.2%)。 

【就業等状況別】 学生（大学生等）（47.5%）が最も低い。 

【世帯構成別】 一人暮らし（40.4%）が最も低い。 

【調査年度別】 前回調査（Ｒ２年度）と比較し、0.6ポイント低くなっている。 

【健全な食生活の実践度別】 「健全な食生活を実践できていないと思う」者（30.1%）が「実践できていると思

う」者 86.0%）に比べ、55.9ポイント低い。 

指   標：「和食」を実践している人の割合 
目標数値：80%以上 

令和２年度数値：67.1% 
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【和食の実践度（就業等状況別）】 

 

 

 

 
【和食の実践度（世帯構成別）】 

 

 

 

 
【和食の実践度（調査年度別）】 

 

 

 

 
【和食の実践度（健全な食生活の実践状況別）】  
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② 輪食（家族や友人、地域の人などとの 

食卓を囲んだ団らんの実践） 

 
 

 
【輪食の実践度（全体）】 

 

 

 
【輪食の実践度（性/性・年齢別）】  

輪食の実践度について「実践している」（「十分に実践している」「まあまあ実践している」の合計）の

回答割合は次のとおり。 

【 全 体 】 67.7% 

【性・年齢別】 男性（62.6%）が女性（72.4%）に比べて 9.8 ポイント低い。男女とも７０歳以上が最も低

い(男性 49.7%、女性 60.7%)。 

【就業等状況別】 学生（大学生等）（57.5%）が最も低い。 

【世帯構成別】 18歳未満の子どもがいる世帯（81.7%）が最も高く、一人暮らし（20.2%）が最も低い。 

【調査年度別】 前回調査（Ｒ２年度）と比較し、1.8ポイント低くなっている。 

【健全な食生活の実践度別】 「健全な食生活を実践できていないと思う」者（46.4%）が「実践できていると思

う」者（79.8%）に比べ、33,4ポイント低い。 

指   標：「輪食」を実践している人の割合 
目標数値：80%以上 

令和２年度数値：69.5% 
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【輪食の実践度（就業等状況別）】 

 

 

 

 
【輪食の実践度（世帯構成別）】 

 

 

 

 
【輪食の実践度（調査年度別）】 

 

 

 

 
【輪食の実践度（健全な食生活の実践状況別）】  
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③ 環食 （環境に配慮した食生活の実践） 

 

 
 

 
【環食の実践度（全体）】 

 

 
【環食の実践度（性/性・年齢別）】  

環食の実践度について「実践している」（「十分に実践している」「まあまあ実践している」の合計）の

回答割合は次のとおり。 

【 全 体 】 81.9% 

【性・年齢別】 男性（79.0%）が女性（84.5%）に比べて 7.5 ポイント低い。男性では 70 歳以上（71.2%)

で最も低く、女性では 20歳代（80.0%)、15～19歳（80.7%）が低い。 

【就業等状況別】 学生（大学生等）（80.0%）が最も低い。 

【世帯構成別】 一人暮らし（72.3%）が最も低い。 

【調査年度別】 前回調査（Ｒ２年度）と比較し、2.2ポイント高くなっている。 

【健全な食生活の実践度別】 「健全な食生活を実践できていないと思う」者（66.3%）が「実践できていると思

う」者（92.2%）に比べ、26.4ポイント低い。 

指   標：「環食」を実践している人の割合 
目標数値：83%以上 

令和２年度数値：79.7% 
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【環食の実践度（就業等状況別）】 

 

 

 

 
【環食の実践度（世帯構成別）】 

 

 

 

 
【環食の実践度（調査年度別）】 

 

 

 

 
【輪食の実践度（健全な食生活の実践状況別）】  
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(3)  主食・主菜・副菜を揃えた食事の摂取頻度 

 

 

 
＊ 和食  P２５参照 

 
【主食・主菜・副菜を揃えた食事の摂取頻度（全体）】 

 

 
【主食・主菜・副菜を揃えた食事の摂取頻度（性/性・年齢別）】 

 

主食・主菜・副菜の３つを組み合わせて食べることが１日に２回以上あるのは週に何日か尋ねた結

果、「ほぼ毎日」の回答割合は次のとおり。 

【 全 体 】 47.3％ 

【性・年齢別】 男性（45.9%）と女性（48.7）で大きな差はない。 

男性の２０～３０歳代、女性２０歳代が低く、３割程度となっている  (男性２０歳代

30.4%、３０歳代 30.3%、女性２０歳代 28.7%)。 

【就業等状況別】 学生（大学生等）（24.7%）が最も低い。 

【世帯構成別】 一人暮らし（24.7%）が最も低い。 

【健全な食生活の実践度別】 「健全な食生活を実践できていないと思う」者（15.0%）が「実践できていると思

う」者（64.4%）に比べ、49.4ポイント低い。 

【和食 *の実践度別】 「和食を実践していない」者（39.2%）が「実践している」者（83.7%）に比べ、44.5

ポイント低い。 

 

指   標：主食・主菜・副菜を組み合わせた食事を 

１日２回以上ほぼ毎日食べている人の割合 
目標数値：50%以上 

令和２年度数値：未把握 
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【主食・主菜・副菜を揃えた食事の摂取頻度（就業等状況別）】 

 

 

 
【主食・主菜・副菜を揃えた食事の摂取頻度（世帯構成別）】 

 

 

 
【主食・主菜・副菜を揃えた食事の摂取頻度（健全な食生活の実践状況別）】 

 

 

 
【主食・主菜・副菜を揃えた食事の摂取頻度（和食の実践状況別）】 
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３ 郷土料理等について 

(1) 郷土料理や行事食の摂取頻度 

 

 
＊ 輪食  P２７参照 

 
【郷土料理や行事食の摂取頻度（全体）】 

 

 

 
【郷土料理や行事食の摂取頻度（性/性・年齢別）】 

郷土料理や行事食を「月１回以上」食べている（「週に１回以上」「月に２～３回程度」「月に１回程

度」の合計）の回答割合は次のとおり。 

【 全 体 】 34.5% 

【性・年齢別】 男性（33.5%）と女性（35.4%）で大きな差はない。 

男性の２０～３０歳代、７０歳以上、女性２0歳代が２割台と低い。 

【就業等状況別】 学生（中学生・高校生）（46.7%）が他に比べて高い。 

【世帯構成別】 １８歳未満の子どもがいる世帯（42.5%）が最も高い。 

【健全な食生活の実践度別】 「健全な食生活を実践できていないと思う」者（18.7%）が「実践できていると思

う」者（43.1%）に比べ、24.4ポイント低い。 

【輪食 *の実践度別】 「輪食を実践していない」者（23.4%）が「実践している」者（40.3%）に比べ、16.9

ポイント低い。 

 

 

指   標：郷土料理や行事食を月１回以上食べている人の割合 
目標数値：50%以上 

令和２年度数値：未把握 
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【郷土料理や行事食の摂取頻度（就業等状況別）】 

 

 

 
【郷土料理や行事食の摂取頻度（世帯構成別）】 

 

 

 
【郷土料理や行事食の摂取頻度（健全な食生活の実践状況別）】 

 

 

 
【郷土料理や行事食の摂取頻度（輪食の実践状況別）】 

 

  



35 

 

４ よくかんで味わって食べることについて 

(1) よくかんで味わって食べる食生活の 

実践度 

 
 

 
【よくかんで味わって食べる食生活の実践度（全体）】 

 

 

 
【よくかんで味わって食べる食生活の実践度（性/性・年齢別）】  

よくかんで味わって食べる食生活の実践度について、「実践している」（「十分にしている」「まあまあ

している」の合計）の回答割合は次のとおり。 

【 全 体 】 67.7% 

【性・年齢別】 男性(62.6%)が女性(72.5%)に比べて 9.9ポイント低い。男性３０歳代(50.8%)が最も低い。 

【就業等状況別】 勤労者（64.0%）が最も低い。 

【世帯構成別】 一人暮らし(58.9%)が最も低い。 

【調査年度別】 前回調査（Ｒ２年度）と比較し、5.8ポイント低くなっている。 

【健全な食生活の実践度別】 「健全な食生活を実践できていないと思う」者（44.7%）が「実践できていると思

う」者（80.8%）に比べ、36.1ポイント低い。 

指   標：よく噛んで食べるなど食べ方に配慮する人の割合 
目標数値：80%以上 

令和２年度数値：73.5% 
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【よくかんで味わって食べる食生活の実践度（就業等状況別）】 

 

 

 
【よくかんで味わって食べる食生活の実践度（世帯構成別）】 

 

 

 
【よくかんで味わって食べる食生活の実践度（調査年度別）】 

 

 

 
【よくかんで味わって食べる食生活の実践度（健全な食生活の実践状況別）】  
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(2) よくかんで味わって食べるために必要だと思うこと 

 
 

 

※回答割合の高い内容順に記載 

 
【よくかんで味わって食べるために必要だと思うこと（全体、性別）】 

 
 

 

 

 

  

「よくかんで味わって食べるために必要だと思うこと」の回答割合は次のとおり。 

【 全 体 】 「よくかんで食べることによる効果についての情報提供」（62.0%）が最も高く、次いで

「健康な歯や口を保ち、よくかんで食べるための定期的な歯科健診や歯科治療、歯石

除去などの予防処置」（39.4%）、「幼稚園、保育園、認定こども園、学校でのよくかんで

食べるための指導」（32.7%）が３割を超えて高い。 

【 性 別 】 男性は、すべての項目において女性に比べて回答割合が低く、特に「健康な歯や口

を保ち、よくかんで食べるための定期的な歯科健診や歯科治療、歯石除去などの予防

処置」は、その差が 11.0ポイントと大きい（男性 33.7%、女性 44.7%）。 

【性・年齢別】 「よくかんで食べることによる効果についての情報提供」は、男女とも 60 歳代が最も高

い（男性 64.5％、女性 73.9%）。 

「健康な歯や口を保ち、よくかんで食べるための、定期的な歯科健診や歯科治療、  

歯石除去などの予防処置」は、女性の 50歳以上で高く、５割を超えている。 

「幼稚園、保育園、認定こども園、学校でのよくかんで食べるための指導」は、男性

40歳代、女性の 20～40歳代で高く、４割を超えている。 
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【よくかんで味わって食べるために必要だと思うこと（全体、性/性・年齢/就業等状況/世帯構成別）】 

  

よくかんで食べることによる 

効果についての情報提供 

健康な歯や口を保ち、よく

かんで食べるための、定期

的な歯科健診や歯科治療、

歯石除去などの予防処置 

幼稚園、保育園、認定こ

ども園、学校でのよくか

んで食べるための指導 
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【よくかんで味わって食べるために必要だと思うこと（全体、性/性・年齢/就業等状況/世帯構成別）】 
  

かみごたえのある食材を 

使った料理のレシピの提供 

食べ物をかむ力をつける

ための離乳食の進め方な

ど、乳児期から気をつけた

いことの情報提供 

食べ物をかまない、口の中

にためたまま飲み込まない

子どもについての指導 
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【よくかんで味わって食べるために必要だと思うこと（全体、性/性・年齢/就業等状況/世帯構成別）】 

  

その他 「噛
か

ミング 3 0
さんまる

」について 

知らなかった 

（今回初めて知った） 
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５ 健全な食生活の実践について 

 

 

(1) 「健全な食生活」の実践度 
 

 

 

 
【「健全な食生活」の実践度（全体）】 

 

 
【「健全な食生活」の実践度（性/性・年齢別）】  

「健全な食生活」を「実践できていると思う」（「十分に実践できていると思う」「まあまあ実践できている

と思う」の合計）の回答割合は次のとおり。 

【 全 体 】 65.4% 

【若 い 世 代】 20歳代男性 54.4%、20歳代女性 60.6%、30歳代男性 54.4%、30歳代女性 63.4% 

【 性 別 】 男性(62.4%)が女性(68.2%)に比べて 5.8ポイント低い。 

【就業等状況別】 学生（大学生等）（55.8%）が最も低い。 

【世帯構成別】 一人暮らし(37.8%)が最も低い。 

【調査年度別】 全体では、前回調査（Ｒ２年度）と比較し、5.2ポイント低くなっている。 

若い世代では、いずれも前回調査（Ｒ２年度）より低くなっている。 

指   標：健全な食生活を実践している市民の割合及び若い世代の割合 
目標数値：全体…80%以上  若い世代…７0%以上 

令和２年度数値：全体…70.6% 

20歳代男性…57.2%、20歳代女性…64.4%， 

30歳代男性…63.0%、30歳代女性…74.0% 
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【「健全な食生活」の実践度（就業等状況別）】 

 

 

 
【「健全な食生活」の実践度（世帯構成別）】 

 

 

 
【「健全な食生活」の実践度（全体・調査年度別）】 
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【「健全な食生活」の実践度（20歳代男性・調査年度別）】 

 

 
【「健全な食生活」の実践度（20歳代女性・調査年度別）】 

 

 
【「健全な食生活」の実践度（３0歳代男性・調査年度別）】 

 

 
【「健全な食生活」の実践度（３0歳代女性・調査年度別）】 
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(2) ふだんの食生活で心がけていること 

 
 

※回答割合が高い項目順に記載 

 
【ふだんの食生活で心がけていること（全体，性別）】  

ふだんの食生活で心がけていることの回答割合は次のとおり。 

【 全 体 】 「野菜を多くとるようにする」（62.3%）が最も高い。次いで「栄養バランスに気をつける」

(57.7%)、「食べ残さない」（56.8%）が 5割を超える。 

【 性 別 】 男性では「食べ残さない」（60.1%）が最も高いが、女性では「野菜を多くとるようにする」

（69.2%）が最も高い。 

「食べ残さない」以外は、男性が女性より回答割合が低い。男性が女性に比べて 10

ポイント以上下回っているのは、「旬の食材を食べる」（男性 24.6%、女性 41.8%）、「栄養

バランスに気をつけて食べる」（男性 49.7%、女性 65.2%）、「野菜を多くとるようにする」

（男性 54.7%、女性 69.3%）、「減塩に気をつける」（男性 27.1%、女性 37.4%）である。 

【性・年齢別】 「野菜を多くとるようにする」は、女性の４０歳以上で７割を超えているが、男性１５～１９

歳で最も低く、３割台となっている。 

「栄養バランスに気をつける」は、男性 70歳以上、女性 30歳以上で６割を超えている

が、男性 30歳代で最も低く、３割台となっている。 

「規則正しく食べる」は、男性 30歳代以下、女性 20歳代で低く、２割台となっている。 

「家族等が一緒に食事をする」は、女性の 30～40 歳代で５割を超えているが、男性

30歳代以下で低く、２割台となっている。 

「減塩に気をつける」は、男性７０歳以上、女性 60 歳以上で約半数を超えているが、

男性 40歳代以下、女性 20歳代以下で２割以下となっている。 

【健全な食生活の実践度別】 「食べ残さない」以外は、「健全な食生活を実践できていないと思う」者と比べ、

「実践できていると思う」者が高い。 



45 

 

 

 
 

【ふだんの食生活で心がけていること（全体，性/性・年齢/就業等状況/世帯構成別）】 
 

  

栄養バランスに

気をつける 

食べ残さない 野菜を多くとる

ようにする 
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規則正しく食べる  

 

      
【ふだんの食生活で心がけていること（全体，性/性・年齢/就業等状況/世帯構成別）】 

  

家族等が一緒に

食事をする 

食べきれる量を

作る・注文する 

旬の食材を食べる 
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【ふだんの食生活で心がけていること（全体，性/性・年齢/就業等状況/世帯構成別）】 

  

その他 減塩に気をつける 計画的に食品を

購入する 

県内産や市内産の

食材を食べる 
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【ふだんの食生活で心がけていること（健全な食生活の実践状況別）】  
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(3) 食に関して充実して欲しい情報提供の方法 

 
 

 

※回答割合が高い項目順に記載 

 
【食に関して充実して欲しい情報提供の方法（全体，性別）】 

 

  

「食に関して今後充実してほしい情報提供の方法」の回答割合は次のとおり。 

【 全 体 】 「食品販売店等の店頭での発信」（50.4%）が最も高く、次いで、「市の広報紙（市民と

市政）や各種情報誌への掲載」（31.9%）、「学校、幼稚園、保育園等からの発信」

（31.2%）と続く。 

【性・年齢別】 「食品販売店等の店頭での発信」は、男性４０～６０歳代、女性２０～３０歳代、５０～６０

歳代で高く、５割を超えている。 

「市の広報紙（市民と市政）や各種情報誌への掲載」は、男女ともに年代が高いほど 

高い傾向にある。 

「学校、幼稚園、保育園等からの発信」は、男女とも１５～１９歳、３０歳代で高く、約半

数を超えている。 

「飲食店等、食事の提供の場での発信」は、男性 20～６０歳代、女性２０～30 歳代で

高く、３割台となっている。 

「公式ＳＮＳでの発信」、「公式 YouTube での発信」は、男女ともに年代が低いほど 

高い傾向にある。 
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【食に関して充実して欲しい情報提供の方法（全体，性/性・年齢/就業等状況/世帯構成別）】  

食品販売店等の

店頭での発信 

市の広報紙（市民と市政）や

各種情報誌への掲載 

学校、幼稚園、保育園等

からの発信 
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【食に関して充実して欲しい情報提供の方法（全体，性/性・年齢/就業等状況/世帯構成別）】  

飲食店等、食事の

提供の場での発信 

公式ＳＮＳ（Ｘ(旧 Twitter)、

Facebook、ＬＩＮＥ等）での

発信 

公式ホームページ

への掲載 

公式 YouTubeでの

発信 
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【食に関して充実して欲しい情報提供の方法（全体，性/性・年齢/就業等状況/世帯構成別）】 

  

食に関する講習会

や体験会等の開催 

オンラインでの食に

関する講演会や 

見学会等の開催 

デジタルサイネージ

等での発信 

無回答 
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【食に関して充実して欲しい情報提供の方法（健全な食生活の実践状況別）】 

 

 

【食に関して充実して欲しい情報提供の方法（回答割合順位・全体、性・年齢/就業等状況別）】 

回答割合順位  

属性 
１位 2位 3位 4位 5位 6位 7位 8位 

全体 食品販売店 広報紙等 学校等 飲食店 ＳＮＳ ホームページ YouTube デジタルサイネージ 

性
・
年
齢 

15～19歳 
男性 学校等 食品販売店 YouTube ＳＮＳ・ 飲食店 ホームページ・ デジタルサイネージ 広報紙等 

女性 学校等 ＳＮＳ 食品販売店 飲食店 YouTube ホームページ デジタルサイネージ 講習会等 

20歳代 
男性 食品販売店 飲食店 ＳＮＳ YouTube 学校等 デジタルサイネージ ホームページ 広報紙等 

女性 食品販売店 ＳＮＳ 学校等 飲食店 デジタルサイネージ 広報紙等 YouTube ― 

30歳代 
男性 食品販売店 学校等 飲食店 ＳＮＳ YouTube 広報紙等 ホームページ・ デジタルサイネージ 

女性 食品販売店 学校等 飲食店 ＳＮＳ ホームページ 広報紙等 YouTube デジタルサイネージ 

40歳代 
男性 食品販売店 学校等 飲食店 YouTube  ＳＮＳ 広報紙等 ホームページ ― 

女性 食品販売店 学校等 広報紙等 ＳＮＳ 飲食店 デジタルサイネージ ホームページ YouTube 

50歳代 
男性 食品販売店 学校等 飲食店 広報紙等 ホームページ YouTube ＳＮＳ ― 

女性 食品販売店 広報紙等 学校等 飲食店 ＳＮＳ YouTube ホームページ 講習会等 

60歳代 
男性 食品販売店 広報紙等 飲食店 ホームページ 学校等 YouTube ＳＮＳ ― 

女性 食品販売店 広報紙等 学校等 飲食店 ホームページ 講習会等 ＳＮＳ YouTube 

70歳以上 
男性 広報紙等 食品販売店 ホームページ 学校等・ 飲食店 ― ― ― 

女性 広報紙等 食品販売店 ホームページ 講習会等 飲食店 ― ― ― 

就
業
等
状
況 

勤労者 食品販売店 学校等 飲食店 広報紙等  ＳＮＳ YouTube ホームページ デジタルサイネージ 

家事従事者 食品販売店 広報紙等 学校等 飲食店 ホームページ 講習会等 ＳＮＳ ― 

中高生 学校等 食品販売店 ＳＮＳ YouTube 飲食店 ホームページ デジタルサイネージ 講習会等 

大学生等 食品販売店 ＳＮＳ 学校等 飲食店 デジタルサイネージ YouTube ― ― 

※回答割合が 10%以上のみ 
 全体と比較し、回答割合が 10ポイント以上高い項目 

 全体と比較し、回答割合が 10ポイント以上低い項目 
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Ⅳ 調査票 
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